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1. 水箱で屈折・反射してできる虚像の観察 

この水箱で以下の観察をすることができる。

（１）ストローや割り箸を用いた屈折の法則

の追究実験。（２）水箱のできる虚像の観察

（３）水の屈折率の測定。（４）空気中と水中

を伝わる光の波長の測定。屈折の法則の授業

展開の一例を紹介する。１）水箱の中に入れ

た５円玉が浮き上がって見える現象を割り箸

とストローを用いて観察する。水の深さが６

cmのときには 1.5cm浮き上がって見える。 

２）水の中に入れた箸を空気中から見ると

折れ曲がって見える現象。曲がったストロー

が水に入れるとまっすぐに見える現象から、

空気中から水中に光が進むとき屈折すること

を理解できる。 

                  

  
Fig1 

 ３）懐中電灯の手前に水箱を置き透過する光

を観察する。箱の側面に光が垂直に入射する

場合には。入射角が０になるので屈折角も０

になり、光はまっすぐ進む。空気中を透過し

て見える電灯の電灯と水中の電灯はつながっ

て見える。入射角が０でないときには屈折に

よって、水箱を透過する光による像は空気中

から見る電灯の位置から向かって右にずれ

る。この様子は屈折角を大きくすると顕著に

なる。懐中電灯を側面に近づけた場合には、

向かって左側面には水箱の角の近くで屈折分

散した色づいた像が見える。また、右側面で

反射した光によってできた像を観測すること

ができる。Fig1にこの様子を示す 

  

２．屈折の法則から光の経路を予測 

入射波と屈折波の波数ベクトルに対応する

長さ１２cm と１６cm のストローを用意する。

波数ベクトルの境界面に水平な成分は変化し

ない。屈折の法則はこのように考えることも

できるということを説明した後、ストローを

用いて水中での光の経路を予測する。Fig2 に

その様子を示す。 
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３．ストローを用いて光の経路を確認 

空気中から見ると入射光に対応するストロ

ーと手前の水箱を屈折し透過する光に対応す

るストローは平行ではあるが直線にはならな

い。しかし、水中を通る光を観察すると光は

このストローの管の中を通って進むことがわ

かる。Fig3にこれを示す。 
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